
生重郎の「信・義・対」
～その１.｢信」～

信ずる
自分を、人を、未来を

念ずる
どうしても叶えたい夢に向かい
祈りにも似た強い思いを持って、進む

そう、何があっても、偽らない・欺かない
私の腹に「信」がどっかと構えている
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